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研究成果の概要 

研究項目（１） 時間変化符号化細胞特異的制御システムの確立 

下丘の snRNA-seqを１0回実施し、再現性のある結果を得ている。下丘の代表的細胞種を２０種類程度

同定しており、うち５種類が抑制性ニューロンである。どのクラスターが大型抑制性ニューロンであ

り、その遺伝子が大型抑制性ニューロンのマーカー遺伝子か判定するための組織学実験を実施してい

る。候補遺伝子を複数絞り込んでいるが、完全な証明まで至っていない。 

研究項目（２） 機能的に同定した神経回路選択的神経細胞（群）の網羅的可視化 

正常動物と難聴動物の snRNA-seq を比較した結果、個々の細胞種毎に異なる発現遺伝子変動を見出し

ている（相古ほか、2024年神経科学学会にてポスター発表）。TRIO法による全脳的神経回路の可視化に

ついて、解析を進め、聴覚伝導路には複数のサブ経路があり、非聴覚系領域との接続に経路毎に違いが

見られることを解明した（Ito et al., 2025, iScience）。 

研究項目（３）複数の階層にまたがる神経活動の記録によるコミュニケーション音声神経表象の変遷 

超高密度電極、Neuropixels Probeを導入し、聴覚刺激に対する応答を解析するプログラムを開発した。

下丘からの覚醒状態での多数の神経細胞からの記録を行い、コミュニケーション音声に対する応答性

について分析を行っている。 

研究項目（４）コミュニケーション音声検出回路の操作とそれに伴う神経表象と行動の変化の解析 

シチュエーションの異なるときに発せられた音声が第 3 者のマウスの行動に与える影響はそれぞれ異

なることが判明した(高橋他、APPW2025 にてポスター発表)、これらの音声が聴覚系でどのような活動

を引き起こすか、また情動系脳活動に違いはないか、について検討を進めている。 
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